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◆事業の目的

◆事業内容（平成２４年度に何をやるか）

◆これまでの取組状況（平成２３年度に何を行い、その結果はどうなったか）
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課 政策 事項 事項目 事業

保健環境研究所運営維持管理事業

事業費
（予算）

（単位：千円）

001071000 平成24年4月1日
保健環境研究所 小杉　国宏

事業シート1 作成日：

責任者：

課コード：

保健環境研究所運営維持管理事業
○庁舎、機器等の維持管理
　・清掃、設備機器等の保守管理及び樹木管理などの業務委託を行った。
　・保健環境研究所は、平成11年2月に竣工され、13年の経過と共に設備の老朽化が一部に見られる
　　が、修繕等により、維持管理に努めた。
○廃棄物等の処理業務
　・「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に則り、産業廃棄物、廃医薬品等の処理について専門業
　　者に業務委託を行い、適正処理に努めた。
○資源の有効利用
　・太陽光発電設備や雨水貯留設備など省資源に配慮した設備が設置されており、管理を行った。
○機器の整備・点検
　・分析機器の整備・点検を行った。

２４年度
事業費内訳
（単位：千円）

感染症検査や環境測定の技術的中核施設である浜松市保健環境研究所の適切な運営維持管理事
業を行うことにより、その役割を果たすとともに、健康で安心できる市民生活を確保していく。また、経
費の節減を図り、効率的な施設運営を行っていく。

保健環境研究所運営維持管理事業
○庁舎、機器等の維持管理
　・清掃、設備機器等の保守管理及び樹木管理などの業務委託を行う。
○廃棄物等の処理業務
　・産業廃棄物、廃医薬品等の処理について、専門業者に業務委託を行う。
○資源の有効利用
　・太陽光発電設備や雨水貯留設備など省資源に配慮した設備管理を行う。
○機器の整備・点検
　・分析機器の整備・点検を行う。



年 年

◆事業の成果(平成２３年度末での目的の実現状況　　※活動ではなく状態)
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行政執行上必要な感染症・食品等の衛生検査、大気・水質等の環境測定を正確かつ迅速に実施し、
遅滞なく結果を提供できるよう、経費の節減を図りながら効率的な施設運営を行うとともに庁舎管理及
び精密検査機器やその付帯設備を適切に維持管理した。

平成

根拠法令等



◆評価（平成２３年度事業の評価）
(1) 必要性：

(2) 責任主体：

(3) 拡大･縮小：

(4) 改善：

今後の方向性

◆改革・改善（評価を反映して何を見直したか）
(1) これまでに実施した改革・改善（平成24年度予算で反映したものを含む）

(2) 今後の改革・改善計画（いつまでに何をどう見直す）
・「浜松市保健環境研究所だより」の発刊について
　　年2回以上定期刊行を継続し、市民への環境・保健の情報発信を充実させる。
　　健康危機や環境事例のうち、特に周知が必要と思われる事例について、号外も検討する。
　

(理由) 

改善

・消防設備保守点検業務及び電気工作物保守点検業務について、東区内の他の施設と一括発注を
行うことにより経費を縮減できた。
・「浜松市保健環境研究所だより」の発刊について
　　目的：市民への環境・保健情報発信の充実
　　方法：ホームページによる市民向けの発信及び浜松市職員に対しても庁内情報システムによるお
知らせ
　　実績：平成22年1月　創刊号「新型インフルエンザ特集」
　　　　　　平成22年6月　第2号「光化学オキシダント特集」
　　　　　　平成23年1月　第3号「食品中の残留農薬について」
　　　　　　平成23年8月　第4号「佐鳴湖と植物プランクトン」
　　　　　　平成24年3月　第5号「腸管出血性大腸菌食中毒について」
    計画：年2回以上の頻度で、発刊を継続する。

(廃止した場合に考えられる影響)

(理由) 

(市が実施しない場合に考えられる影響)

現状

市

継続

その他改善

感染症や食中毒、食品等の衛生検査、大気や水質等の環境測定を迅速かつ正確に実施し、結果を
提供するために必要な施設の維持管理である。
従って、保健環境研究所運営維持管理事業を廃止すると、行政上必要な検査ができなくなる。

保健環境研究所は、市民の健康と安心を守るための計画的な試験検査や緊急時に素早く検査測定
できることが求められている。従って、これらの業務を施設の立場で維持管理していく当業務は、当然
市が実施していくべきである。

施設の維持や機器整備上の問題が生じており、現状を維持しなければ施設の運営維持だけでなく、
検査等の継続が困難となる。

行政執行上必要な検査・測定に即応できるよう、日ごろの庁舎管理体制に万全を期すとともに、効率
的な運営・維持管理を図っていきたい。

築後13年が経過し、付帯設備等の改修費用が増大している。
点検委託業者の意見を参考に優先順位を付け、計画的に施設・設備の改修を行う。


